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水
し
ぶ
き
も
さ
わ
や
か

初
心
者
水
泳
講
習
会

□
「
泳
ぐ
前
に
準
備
体
操
か
ら
、

ヨ
ー
イ
、
始
め
、
一
・
二
・
三
・

四
・
五
・
六
…
…
…
」
。
夕
暮
の

体
育
館
プ
ー
ル
で
初
心
者
水
泳
講

習
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

□
こ
れ
は
区
教
育
委
員
会
が
、
体

育
の
向
上
と
水
難
事
故
防
止
の
た

め
、
7
月
1
3
日
か
ら
1
5
日
ま
で
の

3
日
間
と
7
月
2
0
日
か
ら
2
3
日
ま

で
の
2
回
に
わ
た
っ
て
開
い
た
も

の
で
す
。

□
水
泳
は
夏
の
代
表
的
な
ス
ポ
ー

ツ
と
し
て
多
く
の
人
々
に
親
し
ま

れ
、
海
水
浴
場
な
ど
で
は
、
芋
を

洗
う
よ
う
な
混
雑
ぶ
り
で
す
。
し

か
し
、
ま
だ
ま
だ
泳
ぎ
を
知
ら
な

い
方
が
い
る
と
み
え
、
1
0
0
人
近
く

も
こ
の
講
習
会
に
集
ま
り
、
さ
か

ん
に
水
し
ぶ
き
を
あ
げ
て
い
ま
し

た
。

□
講
師
は
区
の
体
育
会
水
泳
部
員

や
体
育
指
導
委
員
。
午
後
6
時
か

ら
8
時
3
0分
ま
で
の
一
時
間
半
で

全
然
泳
げ
な
か
っ
た
人
で
も
、
な

ん
と
か
水
に
浮
く
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

体
育
会
で
も

学
童
水
泳
講
習
会

7
月
3
0日
か
ら
8
月
5

日
ま

で
、千
寿
第
6
小
学
校
や
大
谷
田

南
公
園
の
プ
ー
ル
で
、
学
童
水
泳

講
習
会
が
開
か
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
一
人
で
も
多
く
の
生

徒
が
泳
げ
る
よ
う
に
と
、昭
和
2
5

年
に
体
育
会
が
始
め
た
も
の
で
、

夏
休
み
中
学
校
プ
ー
ル
に
参
加
し

な
い
小
・
中
学
校
の
生
徒
を
対
象

に
毎
年
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

区
営
プ
ー
ル
案
内

こ
と
し
、
区
営
の
公
園
プ
ー
ル

全
部
に
浄
化
装
置
が
付
き
ま
し
た

の
で
、
第
3
次
制
限
給
水
期
間
中

で
も
、
次
に
よ
り
開
場
し
ま
す
。

各
プ
ー
ル
と
も
午
前
9
時
か
ら

午
後
6
時
ま
で
、
入
場
料
―
中
学

生
以
下
一
回

、
一
時
間
1
0円

、
大

人
2
0円
。
3
1日
ま
で
開
場
。
▽
千

住
旭
公
園
プ
ー
ル
(
千
住
旭
町
3
4
)

▽
千
住
公
園
プ
ー
ル
(
千
住
大

川
町
2
5
)
▽
大
谷
田
南
公
園
プ
ー

ル
(
大
谷
田
町
一
丁
目
7
5
)
▽
中

郷
公
園
プ
ー
ル
(
西
新
井
町
5
4
5
)

▽
体
育
館
プ
ー
ル
(
千
住
栄
町
5
9
)

写
真
は
、
区
営
大
谷
田
南
公
園

プ
ー
ル
で
水
泳
を
楽
し
む
子
ど
も

た
ち
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き れ い で住 み よい街 づ くり

め ざ ま し い 区 画 整 理 事 業

足
立
区
の
人
口
は
、
現
在
、
2
3

区
中
、
大
田
・
世
田
谷
・
杉
並
に

次
い
で
4
番
目
に
多
く
4
7
万
人
を

数
え
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
ま
だ

ま
だ
、
荒
川
放
水
路
の
堤
北
地
区

に
は
、
総
面
積
の
3
9
%
に
も
あ
た

る
緑
地
帯
が
残
っ
て
い
ま
す
。
1
0

年
前
よ
り
、
こ
の
広
い
緑
地
帯
は

東
京
の
ベ
ツ
ト
・
タ
ウ
ン
と
し
て

注
目
さ
れ
、
都
営
住
宅
や
公
団
住

宅
な
ど
公
営
の
団
地
が
続
々
と
建

て
ら
れ
、
足
立
区
の
人
口
は
、
1
0

年
間
に
1
5
万
数
千
人
も
の
増
加
を

み
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
増
加
す
る
住
宅

を
、
た
だ
野
放
し
に
し
て
お
く
わ

け
に
は
ま
い
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
ら

を
受
け
入
れ
る
た
め
に
は
、
ま
ず

市
街
地
を
造
成
し
、
広
い
道
路
や

下
水
、公
園
な
ど
の
環
境
を
整
え

て
お
か
な
け
れ
ば
、
美
く
し
い
町

づ
く
り
は
不
可
能
で
す
。

現
在
、
足
立
区
内
に
は
、綾
瀬
、

北
三
谷
、
西
新
井
、花
畑
な
ど
1
5

の
地
区
で
、
区
画
整
理
事
業
が
進

め
ら
れ
、
近
代
的
な
市
街
地
を
造

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
区
画
整
理
事

業
の
推
進
と
と
も
に
集
団
住
宅
の

建
設
も
め
ざ
ま
し
く
、西
新
井
、

花
畑
な
ど
に
2
千
3
0
0
戸
の
公
団
住

宅
が
建
て
ら
れ
た
ほ
か
、
区
内
各

所
に
約
1
万
戸
の
都
営
住
宅
が
建

て
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
と
し

中
に
は
、
花
畑
に
2
千
4
0
戸
、
竹

塚
に
2
千
4
8
2
戸
、
北
三
谷
に
1
千
9
6

戸
、
合
計
5
千
5
1
8
戸
の
公
団
住

宅
が
建
て
ら
れ
る
予
定
で
す
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
こ
れ
か
ら

の
住
宅
は
、
防
災

上
、ま
た
健
康
上
、

充
分
な
空
地
と
豊

富
な
太
陽
の
光
に

め
ぐ
ま
れ
た
、
よ

い
環
境
に
建
て
ら

れ
て
い
ま
す
。

こ
の
区
画
整
理

事
業
に
よ
っ
て
で

き
た
広
い
道
路
や

公
園
は
、
や
が
て

都
に
引
き
継
が

れ
、
区
に
移
管
さ

れ
る
予
定
で
す
。

区
で
は
土
木
課

に
係
を
も
う
け
区

画
整
理
事
業
を
推

進
し
て
い
ま
す
。

写真は、区画整理によってできた東淵江公園

区
教
育
委
員
会
が
仮
移
転

8
月
1
日
か
ら
千
寿
第
4
小
学
校
に

区
教
育
委
員
会
は
、
8
月
1
日

か
ら
区
役
所
の
新
庁
舎
が
で
き
る

ま
で
、
千
寿
第
4
小
学
校
(
千
住

旭
町
五
八
)
に
移
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

教
育
委
員
会
の
事
務
局
に
は
、

学
校
関
係
の
事
務
を
取
扱
っ
て
い

る
学
務
課
・
指
導
室
の
ほ
か
に
、

子
ど
も
会
や
青
年
・
婦
人
の
社
会

教
育
、
体
育
関
係
の
事
務
を
扱
っ

て
い
る
社
会
教
育
課
が
あ
り
、こ

れ
ら
の
事
務
が
全
部
第
4
小
学
校

に
移
り
ま
す
。

現
在
の
区
庁
舎
は
、
昭
和
2
3年

に
建
て
ら
れ
た
木
造
の
庁
舎
で
、

一
人
当
り
の
使
用
面
積
が
平
均
、
0

・
9
坪
と
い
う
狭
さ
。
事
務
能
率

の
面
や

、
災
害
時
の
こ
と
も
考
え

て
新
庁
舎
が
で
き
る
ま
で

、
と
り

あ
え
ず
千
寿
第
4
小
学
校
の
6
教

室
を
改
造
し
、
こ
こ
に
移
る
こ
と

に
な
っ
た
も
の
で
す
。

な
お
、
教
育
委
員
会
の
電
話
番

号
は
次
の
と
お
り
変
更
に
な
り
ま

す
。

学
務
課
(
8
8
1
)
四
二
一
七
、
四
二
三
一

社
会
教
育
課
(
8
8
1
)
四
二
六
一

指
導
室
(
8
8
1
)
四
二
八
五
、
四
二
九
二

外
人
登
録
は
戸
籍
課
で

教
育
委
員
会
の
移
転
に
と
も
な

っ
て
、
一
部
課
・
係
が
配
置
換
え

に
な
り
ま
し
た
。

学
務
課
・
指
導
室
の
後
に
建
築

課
、
建
築
課
の
後
に
財
政
課
、財

政
課
の
後
に
企
画
室
と
総
務
課
の

監
査
係
が
そ
れ
ぞ
れ
移
り
、
社
会

教
育
課
の
後
に
税
務
課
の
徴
収
係

が
移
り
ま
し
た
。

ま
た
、
い
ま
ま
で
外
人
登
録
は

民
生
課
区
民
係
で
受
け
付
け
て
い

ま
し
た
が
、
8
月
1
日
か
ら
戸
籍

課
住
民
登
録
係
で
取
扱
い
ま
す
。

八
月
一
日
か
ら

青
空
駐
車
禁
止

8
月
1
日
か
ら
都
の
2
3区
内
で

は
、
道
路
を
車
庫
が
わ
り
に
使
う

こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

い
ま
ま
で
、
1
2
時
間
以
上
(
夜

間
8
時
間
)
の
駐
車
禁
止
や
道
路

上
を
車
庫
が
わ
り
に
使
う
こ
と
が

禁
止
さ
れ
て
い
た
の
は
、千
代
田
、

中
央
、
新
宿
な
ど
都
心
8
区
だ
け

で
し
た
が
、
8
月
1
日
か
ら
、
2
3

区
全
域
に
こ
れ
が
適
用
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
、
足
立
区
で
も
青
空
駐

車
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

連
合
国
占
領
軍
の
被
害

を
受
け
た
方
に
給
付
金

が
支
給
さ
れ
ま
す

昭
和
2
0
年
8
月
1
5
日
か
ら
2
7
年

4
月
2
7日
ま
で
の
間
に
、
連
合
国

の
占
領
軍
の
た
め
に
被
害
を
受
け

た
方
に
、
次
の
と
お
り
給
付
金
が

支
給
さ
れ
ま
す
。

請
求
で
き
る
方
は
、
被
害
者
、

被
害
者
の
遺
族
、
被
害
者
の
死
亡

当
時
胎
児
で
あ
っ
た
子
、
受
給
権

者
の
、
相
続
人
や
委
任
を
受
け
た

代
理
人
な
ど
で
す
。

給
付
金
の
種
類
に
は
、
療
養
・

休
業
・
障
害
・
遺
族
・
葬
祭
・
打

切
給
付
金
な
ど
が
あ
り
、
請
求
書

は
、こ
と
し
の
1
2月
1
9日
ま
で
に

東
京
防
衛
施
設
局
、ま
た
は
立
川
、

横
田
両
防
衛
施
設
事
務
所
へ
。
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み
ん
な
で
守
ろ
う
こ
ど
も
の
事
故
を

青

少

年

を

守

る

運

動

区
と
青
少
年
補
導
連
絡
会
で
は
「
青
少
年
を
守
る
運
動
」を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
運
動
は
、
青
少
年
を
正
し
く
育
て
る
た
め
に
学
校
や
家
庭
・
社
会
が
一
体
と
な
っ
て
調
和
を
保

ち
、
効
果
を
あ
げ
よ
う
と
い
う
も
の
で
、社
会
環
境
の
浄
化
、
非
行
化
防
止
、
青
少
年
の
事
故
防
止

な
ど
の
目
標
を
あ
げ
、
活
発
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

夏
休
み
に
な
る
と
子
ど
も
の
事

故
が
急
に
増
え
て
き
ま
す
。
夏
休

み
中
は
自
由
な
時
間
が
多
い
こ
と

や
気
の
ゆ
る
み
な
ど
が
多
く
の
原

因
で
す
。
こ
の
た
め
P
・
T
・
A

や
母
の
会
の
お
母
さ
ん
方
が
グ
ル

ー
プ
を
作
り
、
パ
ト
ロ
ー
ル
を
し

た
り
、子
ど
も
会
を
開
い
て
熱
心

に
指
導
し
て
い
ま
す
が
、
家
庭
で

も
、正
し
い
指
導
で
子
ど
も
を
事

故
か
ら
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

7
・
8
才
の
子
が
多
い

水

の

事

故

警
察
の
調
べ
で
は
、
3
8
年
中
の

水
の
事
故
は
区
内
で
2
1
件
。
そ
の

う
ち
死
亡
事
故
は
5

件
も
あ
り

、

死
亡
率
は
2
5
%。
そ
の
ほ
か
海
や

湖
な
ど
へ
出
か
け
て
起
き
た
事
故

も
合
わ
せ
る
と
相
当
数
の
事
故
が

起
き
て
い
ま
す
。

貯
水
池
や
堀
な
ど
に
落
ち
る
の

は
7
・
8
才
の
子
が
多
く
、
区
で

も
柵
な
ど
の
と
り
つ
け
で
、
事
故

の
防
止
を
は
か
っ
て
い
ま
す
が
、

大
人
の
注
意
が
足
り
な
い
こ
と
も

原
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。
危
い
と

こ
ろ
で
遊
ん
で
い
る
子
を
見
か
け

た
ら
声
を
か
け
注
意
し
て
あ
げ
て

く
だ
さ
い
。

あ
ぶ
な
い
幼
児
の

一
人
歩
き

子
ど
も
の
交
通
事
故

交
通
事
故
の
原
因
を
調
べ
て
み

る
と
「
車
道
へ
の
飛
出
し
」
、
「

幼
児
の
一
人
歩
き
」
、
「
路
上
遊

戯
」
、
「
車
の
直
前
直
後
横
断
」

な
ど
が
多
く
、運
転
手
よ
り
も
子

ど
も
に
原
因
が
あ
る
よ
う
で
す
。

ま
た
、
年
令
別
で
は
3
才
ぐ
ら
い

の
子
が
一
番
多
く
、
大
き
く
な
る

に
つ
れ
て
減
っ
て
い
ま
す
。

家
庭
で
は
、
「
子
ど
も
の
一
人

歩
き
は
さ
せ
な
い
」
、
「
お
母
さ

ん
方
が
手
本
と
な
っ
て
子
ど
も
に

交
通
道
徳
を
教
え
る
」
、
「
路
上

で
あ
そ
ば
せ
な
い
」よ
う
気
を
つ

け
て
く
だ
さ
い
。

食
中
毒
や

伝
染
病
に
注
意

夏
に
な
る
と
食
中
毒
、
赤
痢
、

日
射
病
な
ど
が
多
く
発
生
し
て
き

ま
す
。
暴
飲
暴
食
を
さ
け
、
炎
天

下
で
は
帽
子
を
か
ぶ
る
。
外
出
後

や
食
前
に
は
必
ず
手
を
洗
う
こ
と

な
ど
に
充
分
気
を
つ
け
て
く
だ
さ

い
。ま

た
、夏
は
ビ
タ
ミ
ン
が
不
足

し
、過
労
に
な
り
が
ち
で
す
。

一
日
に
一
時
間
ぐ
ら
い
の
昼
寝

は
疲
れ
を
と
っ
て
く
れ
ま
す
か

ら
、
ぜ
ひ
習
慣
づ
け
た
い
も
の
で

す
。美

く
し
い
花
火
も

と
き
に
は
危
険

夜
空
を
色
ど
る
美
く
し
い
花
火

大
会
は
近
頃
な
く
な
り
ま
し
た

が
、
家
の
庭
先
で
子
ど
も
と
花
火

を
す
る
の
も
、
ま
た
楽
し
い
も
の

で
す
。
し
か
し
、
破
裂
す
る
花
火

や
打
上
げ
花
火
な
ど
の
危
険
な
花

火
も
あ
り
、
や
け
ど
、失
明
な
ど
、

お
そ
ろ
し
い
事
故
が
起
き
て
い
ま

す
。花

火
を
し
て
い
る
と
き
は
子
ど

も
か
ら
目
を
離
さ
ず
、危
険
な
花

火
は
し
な
い
よ
う
指
導
し
て
く
だ

さ
い
。

少
年
野
球
大
会

警
視
庁
で
は
、
少
年
の
不
良
化

を
防
ぐ
運
動
の
一
つ
と
し
て
、
7

月
2
1日
か
ら
2
4日
ま
で
各
警
察
署

管
内
ご
と
に
野
球
大
会
を
開
き
ま

し
た
。
区
内
全
部
で
1
6
7
チ
ー
ム
が

参
加
し
ま
し
た
が
、
各
管
内
で
優

勝
し
た
チ
ー
ム
は
8
月
3
日
の
第
6

方
面
大
会
に
出
場
、
さ
ら
に
勝

抜
い
た
場
合
は
、
都
の
大
会
に
出

場
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

第
八
回
　江
東
五
区

選
抜
軟
式
野
球
大
会

足
立
・
江
東
・
墨
田
・
江
戸
川

葛
飾
の
各
区
教
育
委
員
会
・
体
育

協
会
・
軟
式
野
球
連
盟
と
朝
日
新

聞
社
の
共
催
で
、
8
月
2
日
(
午

前
9
時
3
0分
)
と
9
日
(
午
後
1
2

時
3
0分
)
の
二
日
間
、足
立
区
営

新
橋
グ
ラ
ン
ド
で
、
江
東
五
区
選

抜
軟
式
野
球
大
会
が
開
か
れ
ま

す
。巡

回
映
画
会
案
内

区
と
教
育
委
員
会
で
は
、
次
の

日
程
に
よ
り
巡
回
映
画
会
を
開
き

ま
す
。
夏
の
夜
を
映
画
で
も
見
な

が
ら
涼
し
く
お
過
し
く
だ
さ
い
。

オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
巡
回
映
画
会

教
育
委
員
会
主
催
、
上
映
映
画
―

「
闘
魂
の
記
録
」
、
劇
映
画
「
挑

戦

」
、
ほ
か
マ
ン
ガ
数
本

、
時
間

―
午
後
7
時
～
9
時
、
日
程
―
8

月
3
日
(
月
)
千
寿
第
3
小
学
校

・
6
日
(
木
)
淵
江
小
学
校
・
7

日
(
金
)
大
谷
田
小
学
校
・
1
0
日

(
月
)
興
本
小
学
校
・
1
1
日
(
火

)
第
9
中
学
校
・
1
3
日
(
木
)
柳

原
小
学
校

国
保
巡
回
映
画
会

区
国
民
健
康
保
険
課
主
催
、
上
映

映
画
―
「
ね
ん
に
は
ね
ん
を
入
れ

」
、
「
ひ
と
り
だ
ち
」
、劇
映
画

「
惜
春
鳥
」
、
ほ
か
マ
ン
ガ
数
本

時
間
―
午
後
7
時
～
1
0
時
、
日
程

―
8
月
3
日
(
月
)
梅
島
小
学
校

・
4
日
(
火
)
鹿
浜
小
学
校
・
6

日
(
木
)
寺
地
小
学
校
・
7
日
(

金
)
第
1
4
中
学
校
・
1
0
日
(
月
)

花
畑
小
学
校
・
1
1
日
(
火
)
東
淵

江
小
学
校
・
1
3日
(
木
)
弘
道
小

学
校
・
1
4日
(
金
)
新
田
小
学
校
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災
害
に
そ
な
え
て

こ
れ
だ
け
は
心
得
て
お
こ
う

「災
害
は
忘
れ
た
こ
ろ
に
や
っ

て
く
る
」
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が

こ
と
し
は
す
で
に
、新
潟
地
震
や

北
陸
地
方
の
豪
雨
な
ど
、あ
い
次

い
で
災
害
が
起
き
て
い
ま
す
。ま

た
、気
象
庁
の
長
期
予
報
で
は
、

8
月
か
ら
9
月
に
か
け
て
大
型
台

風
が
3
・
4
回
上
陸
す
る
と
い
う

こ
と
で
す
。台
風
に
そ
な
え
て
次

の
こ
と
が
ら
は
心
得
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

台
風
が
来
る
前
に

□
屋
根
や
雨
戸
・
ヘ
イ
な
ど
は
飛

ば
さ
れ
な
い
よ
う
応
急
修
理
す
る

□
電
線
が
た
る
ん
で
い
た
り
、
ふ

れ
あ
っ
て
い
る
と
き
は
、
東
京
電

力
(
8
8
1
)
三
一
五
一
へ
知
ら
せ
る
。

□
病
院
や
養
老
院
は
、
警
察
署
や

消
防
署
と
よ
く
連
絡
す
る
。

□
会
社
、
工
場
で
は
浸
水
時
に
油

類
や
化
学
薬
品
が
流
れ
だ
さ
な
い

よ
う
安
全
に
管
理
す
る
。

避
難
時
の
用
意

□
飲
み
水
や
食
糧
を
用
意
す
る
。

□
手
拭
、チ
リ
紙
、着
換
用
肌
着
、

救
急
薬
品
を
ま
と
め
て
お
く
。

出
水
し
た
ら
、

□
フ
タ
の
な
い
マ
ン
ホ
ー
ル
に
は

赤
旗
を
立
て
て
お
く
。

□
水
道
の
ジ
ヤ
口
を
し
め
る
。

□
ガ
ス
は
元
セ
ン
を
し
め
る
。

□
水
の
中
を
歩
く
と
き
は
、
素
足

は
ケ
ガ
の
も
と
、
必
ら
ず
は
き
も

の
を
は
く
。

□
半
鐘
や
サ
イ
レ
ン
が
鳴
っ
た
ら

非
常
に
危
険
な
の
で
す
か
ら
、
す

ぐ
に
学
校
な
ど
の
安
全
な
場
所
へ

避
難
す
る
。

台
風
が
さ
っ
た
ら

□
電
線
か
切
れ
て
た
れ
さ
が
っ
て

い
た
ら
、
キ
ケ
ン
で
す
か
ら
近
寄

ら
な
い
で
、
東
京
電
力
へ
知
ら
せ

る
。

□
ふ
ん
尿
は
個
人
が
勝
手
に
汲
み

捨
て
な
い
。

□
生
水
や
、
水
を
か
ぶ
っ
た
食
品

を
飲
食
し
な
い
。

□
よ
く
消
毒
す
る
。

ゴミのなげ捨 て!
心のなげ捨 て!

オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
も
ま
ぢ
か
に
せ

ま
っ
て
い
ま
す
。
東
京
は
お
客
さ

ま
を
迎
え
る
状
態
に
な
っ
て
い
る

で
し
ょ
う
か
。

町
を
美
く
し
く
す
る
の
は
、
わ

た
く
し
た
ち
一
人
一
人
の
心
で

す
。
高
い
公
衆
道
徳
を
身
に
つ
け

た
人
、
き
っ
と
心
の
美
し
い
人
で

す
。
む
や
み
や
た
ら
に
ゴ
ミ
を
捨

て
る
人
、
心
を
捨
て
て
い
る
の
で

す
。
い
く
ら
外
見
が
紳
士
・
淑
女

で
も
。

東
京
都
/
足
立
区

未
請
求
の
方
は
届
出
を

戦
没
者
の
特
別
給
付
金

昭
和
1
2年
7
月
7
日
以
後
の
戦

没
者
の
妻
で
、昭
和
3
8年
4
月
1

日
現
在
、
再
婚
し
て
い
な
か
っ
た

方
に
、
特
別
給
付
金
(
2
0万
円
国

庫
債
券
)
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
だ
請
求
手
続

を
し
て
い
な
い
方
は
、
足
立
区
役

所
民
生
課
、
ま
た
は
梅
島
支
所
庶

務
課
(
8
8
6
)
三
一
六
五
へ
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

な
お
、
請
求
書
を
出
し
た
方
の

な
か
で
、
終
戦
当
時
、本
籍
が
地

方
に
あ
っ
た
方
は
、
認
定
が
非
常

に
お
く
れ
て
い
ま
す
。
い
ま
し
ば

ら
く
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

健
康
優
良
児
決
ま
る

鈴
木
暁
君
梅島小

西
沢
恵
子
さ

ん

梅一 小

区
教
育
委
員
会
と
学
校
保
健
会

で
は
、
7
月
1
6日
午
後
一
時
、
千

寿
第
一
小
学
校
で
、
健
康
優
良
児

の
審
査
会
を
開
き
ま
し
た
。

こ
の
日
、
各
学
校
か
ら
選
ば
れ

た
男
子
3
2名
、
女
子
3
3名
が
、
身

長
、
体
重
、
胸
囲
、
視
力
、
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
投
げ
な
ど
8
つ
の
厳
重

な
審
査
を
受
け
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
男
子
―
鈴
木
暁
君
(
梅
島
小
)

、
矢
作
祐
之
君
(
千
3
小
)
・

大
場
一
石
君
(
千
5
小
)
・
稲
村

嘉
夫
君
(
千
8
小
)
・
松
本
繁
君
(

栗
原
小
)
の
5
人
、
女
子
―
西

沢
恵
子
さ
ん
(
梅
1
小
)
・
原
田

二
美
代
さ
ん
(
寺
地
小
)
・
横
山

和
代
さ
ん
(
舎
人
小
)
・
田
中
孝

子
さ
ん
(
梅
2
小
)
・
桜
井
純
子

さ
ん
(
大
谷
田
小
)
の
5
人
が
そ

ぞ
れ
選
ば
れ
、
そ
の
中
か
ら
一
位

に
鈴
木
暁
君
と
西
沢
恵
子
さ
ん
が

選
ば
れ
ま
し
た
。
二
人
の
成
績
は

次
の
と
お
り
で
す
。
鈴
木
暁
君
―

身
長
1
5
3
・
5
c
m
、
体
重
4
2
k
g
、
胸

囲
7
5
・
3
c
m
、
座
高
8
1
・
O
c
m
、

視
力
、
右
1
・
2
、
左
1
・
5
、

5
0
m
走
、
8
秒
、
立
巾
飛
び
2
1
0
c
m
、

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ
4
5
m
。
西
沢

恵
子
さ
ん
―
身
長
1
5
0
・
8
c
m
、
体

重
4
3
・
7
k
g
、
胸
囲
7
8
・
2
c
m
　

座
高
8
1
・
5
c
m
、
視
力
、
右
1
・

5
、
左
1
・
5
、
5
0
m
走
8
秒
、

立
巾
飛
び
1
7
0
c
m
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

投
げ
3
9
m
。

な
お
、
こ
の
2
人
は
1
1
月
3
日

の
都
の
大
会
に
、足
立
区
代
表
と

し
て
出
場
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

は
か
り
定
期
検
査
の
事
前

調
査
に
う
か
が
い
ま
す

区
で
は
、
は
か
り
を
使
用
し
て

い
る
方
の
事
前
調
査
を
、
7
月
1
5

日
か
ら
出
張
所
管
内
ご
と
に
行
な

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
毎
年
、
都
で
計

量
器
定
期
検
査
を
行
な
っ
て
い
ま

す
が
、
は
か
り
を
使
用
し
て
い
る

人
の
名
簿
を
つ
く
る
た
め
、定
期

検
査
の
前
に
こ
の
調
査
が
行
な
わ

れ
る
こ
と
か
ら
、一
般
に
事
前
調

査
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

8
月
1
0日
ま
で
に
調
査
員
が
う

か
が
い
ま
す
か
ら
、
ご
協
力
く
だ

さ
い
。
　
―
経
済
課
商
工
係
―

私
製
電
話
番
号

簿
に
ご
注
意

最
近
、
一
般
業
者
の
私
製
電
話

番
号
簿
が
で
ま
わ
り
、
広
告
に
つ

い
て
直
接
訪
問
や
郵
便
振
替
に
よ

る
募
集
が
行
な
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
電
電
公
社
と
は
な
ん
の
関
係

も
あ
り
ま
す
ん
。
公
社
発
行
の
身

分
証
明
書
を
持
っ
た
電
気
通
信
共

済
販
売
員
が
直
接
訪
問
し
、
広
告

料
金
は
毎
月
の
電
話
料
金
請
求
書

に
合
算
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
の
で
、
そ
の
場
で
い

た
だ
く
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

東
京
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク

電
話
番
号
簿
発
行

東
京
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
大
会
開
催

記
念
と
し
て
、
大
会
に
関
係
あ
る

施
設
、
選
手
村
、
案
内
所
な
ど
の

番
号
を
載
せ
た
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
電

話
番
号
簿
を
発
行
し
ま
し
た
。
価

格
は
一
冊
1
0
0
円
、
数
に
制
限
が
あ

り
ま
す
の
で
、
も
よ
り
の
電
話
局

へ
早
め
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

―
電
々
公
社
―


